





























細 谷 洋 子
Significance as an Educational Material of Outdoor Recreation in Global Education :
Trial Lesson “World Playing” for Children through Verification of Learning Method
Yoko HOSOTANI
ABSTRACT
The topic of this study is Local Playing for Children in the world（we call this “World Play-
ing”）． The aim is to considerer the significance of the educational material of outdoor recreation
in global education. For that purpose, I verified it by reviewing the practical activities at the chil-
dren’s recreation center in the Tokushima City. Its activities were conducted by the 3rd and 4th
graders of Shikoku University, 12 students in fiscal 2016 and 2017． I reviewed this practice
from the viewpoint of cross−cultural understanding. Furthermore, I looked at the development which
can deepen cross−cultural understanding and clarified the procedure.
As a result, it turned out that the practical methods should be improved. And, in the global
education, the significance of the teaching material of “World Playing” can be expected to be as fol-
lows. “Creating interest in the local area”, “Understanding the connection between play and culture”,
“Promotion of awareness of the universality as a human beings”.
From now on, I have to pay more attention to the body movement used in play, because this
activity is such a physical experience. In addition, it is necessary to prepare contents and composi-
tion for understanding different cultures based on the commonality and the difference with the play
of Japan.
First of all, we have to find out cultural differences from body movement and also to clarify
what we can learn from it. In addition, in order to compose learning, it is necessary to consider the
theoretical grounds as well. This can be said to be a future task.
KEYWORDS : global education, play in the world, outdoor recreation, learning method
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伝承遊びのいろいろ http : //www.wa.commufa.jp/̃koma/densyoasobi.htm
いま注目される伝承あそび http : //www.tjf.or.jp/clicknippon/ja/archive/docs/TB11_J.pdf














































































































写真1 2016年度「ムルゲキラライ」（インド） 写真2 2016年度「スラックライン」（アメリカ）





































写真5 2016年度「ダックアンドグース」（アメリカ） 写真6 2016年度「世界のあそび」のブース
写真7 2016年度「トップシュラーゲン」（ドイツ） 写真8 2016年度クリスマス・レクリエーションの様子
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5．60分間の「世界のあそび」プログラムの流れ
2017年の事例では，6月20日に実施した遊びの内
容は，主に表8のような流れであった。参加児童数
は1年生～3年生52名，指導側の学生は7名だっ
た。この日は屋外ではなく，児童館が小学校の体育
館を定期的に利用している日だったため，体育館で
の実施となった。
流れ
（分）
内 容 活動の様子
導入
（5）
世界のあそびクイズ（国旗や地図を用いたクイズ）
国旗の絵をみせて，どこの国かあてる。
世界地図を拡げて，国の場所を当てる。
展開
①
（5）
もうじゅうがり（人数合わせゲーム：日本のあそび）
「もうじゅうがりにいこうよ！（※）やりだってもってるし！（※）鉄砲だって持ってるもん！
（※）あ！（※）あ！（※） 〇〇〇」という歌を指導者が歌い，（※）印のところで，直前の
フレーズを繰り返して子どもたちが全員で歌う。コール＆レスポンスの形式でリズミカルに行進
しながら歌う。「〇〇〇」には，動物の名前を入れ，文字数に応じた人数でグループをつくれた
ら座る，というゲーム。
展開
②
（15）
色大根（クイズ系：台湾のあそび）
各自，好きな色を一つ決める。〇には自分の決めた色を言い，
△には次の人の色を入れて，「〇大根，〇大根，△大根」と
歌いながら次の人を指さす。次の人は，リズミカルに同じ要
領で次の人を指さす。周りの子どもは手拍子をしながら，ゲー
ムに参加する。
展開
③
（10）
ダックアンドグース（ハンカチ落とし系：アメリカのあそび）
円になって円の内側に向いて座り，一人オニ役をきめる。オニ役の子どもは，円にそって外周を
歩きながら，円に座っている子どもの肩や頭を「ダック，ダック，ダック」と言いながら，軽く
タッチして周る。適当なときに1人を選んで「グース！」と言って逃げる。「グース！」と肩を
たたかれた人は，すぐに立ち上がり，オニ役を追いかける。オニを捕まえられたら，再び座れる。
捕まえられなければ追いかけていた人が次のオニ役になる。日本のハンカチ落としあそびと類似
したあそび。
展開
④
（10）
ニワトリとイモムシ（おにごっこ系：モロッコのあそび）
ニワトリ役を1人決める。残りのイモムシ役の子どもは縦に
一列になり，前の人の肩や腰を持ち列が切れないように気を
付ける。ニワトリ役とイモムシ役の先頭の子どもが向かいあ
い，ニワトリ役はイモムシ役の一番後ろの子どもを捕まえる
というゲーム。日本の子とろ子とろと同じ要領。
整理
（5）
あそびを自分たちだけで行うときの注意を伝達（怪我予防の観点から）
表8 2017年6月20日の活動内容
グローバル教育におけるアウトドアレクリエーションの教材としての意義―児童を対象としたトライアルレッスン「世界のあそび」の学習方法の検証を通じて―
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6．パンフレット作成（2016年10月～12月／2017年
11月～2月）
世界のあそびを提供した後も，児童達自身で楽し
んでもらうため，「世界のあそび」のあそび方を記
載したパンフレットを作成した。パンフレットの構
想段階において，学生達自らを「世界のあそび探検
隊」と称し，子ども達に紹介するというコンセプト
を設けた。パンフレットの内容は，4月～7月に学
生たちが体験したあそびの中から，「手あそび系」
2種，「おにごっこ系」6種，「ハンカチ落とし系」
2種，「クイズ系」2種，「その他」3種，計12か国
のあそびを選定した。文献等を参考にしてもよい
が，転載やコピペは禁止し，自分たちの言葉で，子
どもに分かり易いように文章表現を工夫することを
ルールとして，各自で紙面の構成やイラストを工夫
した。基本のあそび方に加えて，かならず応用のあ
そび方も付記し，参加者の運動能力や人数，参加者
の構成等の変化にも対応できるように配慮した。
2017年度版は，あそび方の注意も付記し，怪我予防
を喚起するようにした。また，日本の伝承あそびに
ついても18種類加え，世界のあそびを通じて異文化
を体験したあと，自文化である日本の伝承あそびも
楽しめるように構成した。
Ⅳ．実践の検証と「世界のあそび」の教材意義
1．実践の振り返りによる検証
―異文化理解を深めるねらいの観点から―
1）興味を喚起する導入の工夫の必要性
表8にあるように，実践ではあそびの活動開始直
後の約5分間で「世界のクイズ」をおこなった。地
図上の位置や国旗といった地理的な知識を問う内容
であった。これについて，大いに改善の余地がある。
異文化理解の知識としては，言語や気候，産業形態
や人口，歴史的事実などが該当し，クイズの内容は
もっと充実させることができたはずである。このク
イズは，当該地域への興味を喚起するきっかけとな
るため，時間の許す限り「外面的文化要素」に含ま
れる要素について網羅できるようなバラエティに富
んだクイズを設定すべきであろう。
2）「理解」へと深めるための工夫の必要性
各あそびをおこなう際に，毎回，対象児童を集合
させてルール説明をしていたが，時間の都合上，多
くのあそびにおいて，「このあそびは（国名）のあ
写真9 2016年度のパンフレット表紙
（A5サイズ，24頁）
写真10 2017年度のパンフレット表紙
（B6サイズ，32頁）
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そびです」と紹介するのみになっており，その地域
の文化的背景等には触れられていなかった。
この点については，異文化理解を深めるために
は，既存の知識から，背景と関連を持たせた「理解」
へと繋がるように十分に配慮し，時間を確保する必
要があった。しかし，実際には限られた時間の中で，
運動量を確保することを優先し，あまり長く時間を
割くことができなかった。そのため，今後は，この
約60分間のあそびの活動の前後に，該当する国や地
域の文化的背景等を知り，理解する時間を確保する
ことが望ましい。そうでなければ，単に興味喚起に
終わり，異文化理解の「わかる」段階まで学習が深
められないだろう。
3）人間の普遍性に気づく展開の工夫の必要性
今回は，対象児童への質問紙調査等による評価は
おこなっていない。しかし，活動の様子の観察によ
れば，「世界のあそび」の活動全般において，児童
らは「楽しく」おこなえていたようだった。児童の
「動きたい」欲求を上手く発散させながら，異文化
への興味喚起をおこなうには，時間的配分の調整が
不可欠である。児童はすんなりとあそびに馴染むた
め，指導者側が強調して伝えない限り，あまり異文
化としての認識が深まらならないようであった。逆
に言えば，あそびの前後にきっちりと時間をとり，
既存の知識も伝達することによって，異文化理解の
深まりが期待できる。一方で，異文化であることを
あまり意識しなくともあそびに夢中になれるという
体験は，例えば，国や文化がちがっても子どものあ
そびは同じであると考えれば，人間の普遍性への気
づきに繋がる展開も考えられるだろう。
2．グローバル教育におけるアウトドアレクリエー
ション「世界のあそび」の教材意義
前項において検証した結果，改善すべき点が明ら
かになったが，それらを改善した暁には，グローバ
ル教育において「世界のあそび」の教材を活用する
意義として，「当該地域への興味喚起」，「あそびと
文化的背景のつながりについての理解」，「人間とし
ての普遍性への気づきの促進」の三つが期待でき
る。
Ⅴ．結語
本研究では「世界のあそび」に着目し，児童を対
象とした実践を通じて，グローバル教育におけるア
ウトドアレクリエーションの教材の意義について検
討することを目的としていた。実践を振り返った結
果，改善すべき点は多くあったが，異文化理解の段
階と扱う文化的要素が明確化されたことにより，今
後は，より精緻に学習を構成できるだろう。
また，前項における検証では，主に，異文化理解
の対象として，「外面的文化要素」に関する既存の
知識が挙げられた。しかし，身体を介するからこそ
知ることのできることにも当然着目しなければなら
ない。例えば，「ムルゲキラライ」というインドの
押し相撲では，身体の動かし方が独特であるため，
身体動作において非常に固有性が高い遊びと言え
る。その一方で，「ダックアンドグース」や「ニワ
トリとイモムシ」のように，日本でも類似した遊び
が存在する場合，あそびで用いられる身体の動きか
ら文化的差異に気づくことは難しい。そのため，日
本のあそびと共通性のあるあそびと，日本のあそび
とは大きく異なり独自性の高いあそびについて，異
文化理解につながる内容と構成を準備する必要があ
る。身体動作から文化的差異を見出し，また，そこ
から何が学べるのか明らかにした上で，学習を構成
するには，理論的根拠も踏まえて検討する必要があ
り，今後の課題といえる。
また，本稿ではグローバル教育と健康教育の融合
を図るための基礎研究として，主にグローバル教育
における意義を検証したため，健康教育としての意
義については残念ながら触れられていない。しか
し，一般的なこと踏まえても，子どもの成長におけ
るあそびの重要性の観点から「世界のあそび」の教
材としての意義は十分にあるといえる。子どもにと
ってのあそびは，発育発達に欠かせない。とりわけ
自分の身体を介して，直接見たり，触れたり，体感
することによって，豊かな感性が育まれ，他者との
交流が活性化され，社会性も高まっていく。そうし
た点から，幼児期・児童期における子ども自身の身
体を介した直接的な体験を伴うあそびは積極的にお
グローバル教育におけるアウトドアレクリエーションの教材としての意義―児童を対象としたトライアルレッスン「世界のあそび」の学習方法の検証を通じて―
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こなうべきであり，ましてやそうした機会を社会的
要因によって失うことはあってはならない。だから
こそ，そうした状況に屈することなく，子どもの積
極的な身体活動を伴うあそびの機会を創出する働き
かけを恒常的におこなわなければならない。
最後に，言語や文化は違うけれども同じ人間であ
ると感じられるような異文化理解の基盤となる原体
験は，その後の異文化理解の学習においても有益で
ある。そうした体験を有することによって，その後
の異文化理解の学習においても，ステレオタイプに
異文化を価値づけるのではなく，実体験における共
感を伴う理解が図れるだろう。表層的・深層的に異
文化を理解するための準備として，同じ人として共
感的理解を図ることが望ましい。その具体的な方法
について，今後も検討していきたい。
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1）グローバル人材育成推進会議「グローバル人材育成
推進会議中間まとめ（2011年6月22日）」http : //www.
meti.go.jp/policy/economy/jinzai/san_gaku_kyodo/sanko1
－1．pdf（2018年3月10日参照）
2）「社会人基礎力」とは，経済界において求められる
能力として2006年から経済産業省が提唱している。「前
に踏み出す力：主体性，働きかけ力，実行力」「考え
抜く力：課題発見力，計画力，創造力」「チームで働
く力：発信力，傾聴力，柔軟性，状況把握力，規律性，
ストレスコントロール力」である。
3）「学士力」とは，文部科学省によって示された学士
課程教育において目指す「学習成果」についての参考
指針である。「知識・理解」として「多文化・異文化
に関する知識の理解」「人類の文化，社会と自然に関
する知識の理解」が挙げられる。「汎用的技能」とし
て「コミュニケーション・スキル」「数量的スキル」「情
報リテラシー」「論理的思考力」「問題解決力」が挙げ
られる。「態度・志向性」として「自己管理力」「チー
ムワーク，リーダーシップ」「倫理観」「市民としての
社会的責任」「生涯学習力」が挙げられる。
4）渡辺敦司「ベネッセ教育情報サイト グローバル人
材になるには何が必要？（2014年6月25日）」http : //
benesse.jp/kyouiku／201406／20140625－1．html（2018
年3月10日参照）
5）2016年度（平成28）は3年生5名，2017年度（平成
29）は3年生7名，4年生5名が活動に参加した。
6）子とろ子とろとは，正式名称は「比々丘女（ひふひ
くめ／ひふくめ）」という（寒川，2003，p．1）。一人が
取り役の「オニ」，一人が守り役の「親」，他の複数名
の子どもは取られ役の「子」となって，子ども達は親
役の後ろに縦列に並び，前の人の肩や腰を持ち連な
る。親はオニの前に両手を広げてたちはだかり子を守
り，取り役のオニは巧みに親のガードをかわして列の
最後尾の子にふれる，というあそびである。
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抄 録
本研究は，世界中の各地域における子どもを対象とした地域的なあそび（以下「世界のあそび」
と称する）に着目し，グローバル教育におけるアウトドアレクリエーションの教材の意義について
検討することを目的とした。そのために，2016年度，2017年度の四国大学生活科学部児童学科の「身
体文化ゼミ」のに所属する学生3，4年生12名がおこなった児童館等における実践活動の振り返りを
通じて，検証した。本実践事例を異文化理解の認識段階の観点から振り返り，さらに異文化理解を
深められる展開を考察し，その手順を明らかにした。
結果として，実践方法は改善すべき点がいくつか明らかになった。しかし，それらを改善するこ
とによって，グローバル教育において「世界のあそび」の教材を活用する意義は次のようなことが
期待できる。「当該地域への興味喚起」，「あそびと文化的背景のつながりについての理解」，「人間
としての普遍性への気づきの促進」の三つである。
今後は，あそびで用いられる身体動作に着目し，日本のあそびとの共通性のあるあそびと，日本
のあそびとは大きく異なり，独自性の高いあそびについて，異文化理解につながる内容と構成をそ
れぞれ準備する必要がある。身体動作から文化的差異を見出し，また，そこから何が学べるのか明
らかにした上で，学習を構成するには，理論的根拠も踏まえて検討する必要があり，今後の課題と
いえる。
キーワード：グローバル教育，世界のあそび，アウトドアレクリエーション，学習方法
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